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新
鮮
野
菜
を
販
売

「
二
本
木
直
売
所
」

二
本
木
直
売
所
は
、
国
道
四
五

九
号
の
田
沢
二
本
木
地
内
、
旧
名

目
津
街
道
入
口
に
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
10
月
に
、
地
元
の
門

馬
正
子
さ
ん
と
遠
藤
キ
ヨ
子
さ
ん

が
開
設
し
、
新
鮮
な
季
節
の
野
菜

を
安
価
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

店
内
で
は
婦
人
服
も
販
売
し
て

お
り
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
併
設
す
る

直
売
所
と
し
て
、
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
地
域
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
冬
の
12
月
か
ら
３
月
は

休
と
な
る
そ
う
で
す
。

【
写
真
】
右
か
ら
お
客
さ
ん
の
勝

子
さ
ん
、
店
主
の
キ
ヨ
子
さ
ん
、

正
子
さ
ん
で
す
。

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

「

テ
ン
ト
村
作
戦
」
を
実
施

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼

び
掛
け
る
、
毎
年
恒
例
の
「
テ
ン

ト
村
作
戦
」
は
、
交
通
安
全
協
会

の
各
分
会
と
交
通
安
全
母
の
会
が

協
力
し
、
新
殿
地
区
が
８
月
４
日

小
浜
地
区
が
15
日
、
旭
地
区
が
16

日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
き
ち
ん
と
し
め
よ

う
！
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
」
、
「
守
ろ
う
！
自
転
車
安
全

利
用
」
、
「
日
が
暮
れ
た
ら
早
め

の
ラ
イ
ト
」
な
ど
の
交
通
安
全
の

標
語
が
書
か
れ
た
啓
発
用
品
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

第
23
回
岩
代
山
野
草
展
示

会
の
ご
案
内

岩
代
山
野
草
会
が
主
催
す
る
、

秋
の
展
示
会
は
、
９
月
21
日(

土)

～
22
日(

日)

に
旭
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
キ
イ

ジ
ョ
ウ
ロ
ウ
ホ
ト
ト
ギ
ス
や
イ
ト

ス
ス
キ
な
ど
珍
し
い
山
野
草
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
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「
み
ん
な
で
防
ぐ
！
鳥
獣
被
害
対

策
」
前
17
号
か
ら
の
続
き

▼
ポ
イ
ン
ト
そ
の
３

囲
っ
て
守
る
！

畑
を
守
る
の
に
欠
か
せ
な
い
の

が
柵
で
す
。
柵
に
は
、
ネ
ッ
ト
柵
、

電
気
柵
、
金
属
フ
ェ
ン
ス
な
ど
い

く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
把
握
し
、
獣
種

や
現
場
に
あ
わ
せ
た
も
の
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
柵

●
設
置
が
容
易
。

●
防
除
効
果
が
や
や
劣
る
。

・
強
度
が
弱
い
た
め
、
設
置
後

の
管
理
が
必
要
と
な
る
。

・
ス
テ
ン
レ
ス
線
が
編
み
こ
ま

れ
て
い
な
い
網
は
、
噛
み
切

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

電
気
柵

●
設
置
が
容
易
。

●
高
い
防
除
効
果
が
あ
る
。

・
漏
電
防
止
の
た
め
の
雑
草
管

理
、
電
圧
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の

設
置
後
の
管
理
が
必
要
と
な

る
。

・
獣
種
ご
と
に
、
電
線
の
高
さ

や
間
隔
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。

※

漏
電
防
止
の
た
め
に
雑
草
管
理

を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
ポ
イ
ン
ト
そ
の
４

捕
獲
す
る
！

被
害
が
減
ら
な
い
場
合
に
は
、

捕
獲
を
行
い
ま
す
。
効
果
的
な
捕

獲
と
は
、
被
害
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
個
体
を
狙
う
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、
捕
獲
に
は
免
許
が
必

要
で
す
。
免
許
を
取
得
し
、
積
極

的
に
捕
獲
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
ポ
イ
ン
ト
そ
の
５

集
落
ぐ
る
み
の
体
制
づ
く
り
！

野
生
鳥
獣
が
人
里
に
出
没
す
る

の
は
、
餌
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。
個
々
の
農
家
が
行

う
点
的
対
策
で
は
、
野
生
鳥
獣
に

と
っ
て
そ
の
集
落
の
餌
場
価
値
は

大
き
く
下
が
り
ま
せ
ん
。
餌
場
価

値
を
大
き
く
下
げ
る
た
め
に
は
、

集
落
な
ど
一
定
の
広
が
り
を
持
っ

て
面
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

で
す
。

イ
ノ
シ
シ
は
県
内
で
農
作
物
被

害
が
最
も
多
い
獣
種
で
す
。
被
害

対
策
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
イ
ノ
シ

シ
の
こ
と
を
正
確
に
知
り
、
ほ
場

周
辺
の
痕
跡
を
見
逃
さ
な
い
こ
と

で
す
。

生

態

▼
食
性

雑
食
性
で
人
間
が
食
べ
る
よ
う

な
も
の
は
す
べ
て
食
べ
ま
す
。
農

作
物
の
ほ
か
、
昆
虫
や
ミ
ミ
ズ
、

ネ
ズ
ミ
な
ど
の
小
動
物
も
エ
サ
と

し
て
い
ま
す
。
草
や
木
も
食
べ
ま

す
。

▼
行
動

本
来
は
昼
に
行
動
す
る
動
物
で

す
が
、
人
の
影
響
が
少
な
い
夜
間

に
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
落
葉
広

葉
樹
林
や
茂
み
、
耕
作
放
棄
地
や

竹
林
な
ど
食
料
に
な
る
も
の
が
豊

富
に
あ
り
、
身
を
潜
め
ら
れ
る
場

所
を
好
み
ま
す
。

記
憶
力
が
よ
く
、
侵
入
に
成
功

し
た
仲
間
の
行
動
を
真
似
す
る
な

ど
、
高
い
学
習
能
力
を
持
ち
ま
す
。

そ
の
一
方
で
警
戒
心
が
強
く
て
臆

病
。
通
り
な
れ
た
け
も
の
道
を
往

復
し
て
移
動
し
ま
す
。

幼
獣
は
15
㎝
の
格
子
、
成
獣
は

20
㎝
の
隙
間
を
く
ぐ
り
抜
け
ま
す
。

垂
直
に
１
・
２
ｍ
の
高
さ
を
飛
び

越
え
る
ジ
ャ
ン
プ
力
が
あ
り
ま
す

が
、
足
を
け
が
す
る
こ
と
は
致
命

傷
の
た
め
、
上
を
越
え
る
よ
り
下

を
通
り
抜
け
よ
う
と
し
ま
す
。
鼻

で
押
し
上
げ
る
力
に
よ
っ
て
70
㎏

の
石
を
簡
単
に
動
か
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
繁
殖

交
尾
期
は
年
に
１
回
で
12
～
２

月
頃
、
出
産
期
は
４
～
６
月
頃
。

満
２
歳
で
初
産
を
迎
え
、
平
均
４

〜
５
頭
を
産
み
ま
す
。
寿
命
は
オ

ス
が
６
歳
、
メ
ス
が
10
歳
程
度
で

す
。
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集
落
カ
ル
テ
か
ら

み
え
て
き
た
も
の
②

山の10頭 ＜ 里の１頭を
山奥の鳥獣の捕獲数を上げ
るより、田畑の食べ物に依
存する鳥獣を狙うほうが、
被害は減少します。

イ
ノ
シ
シ
の

生
体
と
対
策

次
号
に
つ
づ
く

より


